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1.  平成24年3月期第1四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年6月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第1四半期 3,177 △14.0 △249 ― △337 ― △332 ―

23年3月期第1四半期 3,694 △10.1 △307 ― △401 ― △919 ―

（注）包括利益 24年3月期第1四半期 △349百万円 （―％） 23年3月期第1四半期 △940百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第1四半期 △38.74 ―

23年3月期第1四半期 △107.07 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第1四半期 31,480 897 1.9
23年3月期 32,600 1,250 3.0

（参考） 自己資本   24年3月期第1四半期  609百万円 23年3月期  966百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
24年3月期 ―

24年3月期（予想） 0.00 ― 0.00 0.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、通期は対前期、第２四半期(累計)は対前年同四半期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
 

営業収益 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 6,931 △21.1 △140 ― △384 ― △510 ― △59.37

通期 14,123 △14.8 △46 ― △503 ― △683 ― △79.52



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表に対する四
半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、３ページ
「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4.  その他

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期1Q 8,670,080 株 23年3月期 8,670,080 株

② 期末自己株式数 24年3月期1Q 80,586 株 23年3月期 80,586 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期1Q 8,589,494 株 23年3月期1Q 8,590,602 株
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 （単位：百万円）

 
  

（単位：人）

 
  

当第１四半期連結累計期間における観光業界は、平成23年3月に発生した東日本大震災と東京電力福

島第一原子力発電所の事故の影響により、被災地における需要の減少と全国的な消費マインドの自粛ム

ードの広がりにより、厳しい収益環境となりました。 

また、同震災発生後、訪日旅行の主要送り出し国政府が、被災地や日本全体への渡航の自粛等を求め

る勧告を継続したことにより、訪日外国人の減少幅は過去最大となり、６月までの間にその内容は緩和

されているものの、燃油サーチャージの上昇や円高傾向が重なり、外国人宿泊客は減少いたしました。

こうした状況のなか、当初より厳しい経営環境を予測し、人件費の流動化と経費及びエネルギーコス

トの予算実績管理を徹底したことにより、宿泊客総数及び営業収益は前年同四半期を下回ったものの、

営業損失は前年同四半期に比べ改善することができました。 

  

北海道地区の観光ホテルは当社グループの基盤となっていますが、外国人客及び主要販売チャネル

であるエージェントからの集客が減少したことが影響し、営業収益は大きく減少しました。洞爺パー

クホテルにつきましては、洞爺地区の２館体制を洞爺サンパレスに集約する為に平成23年５月１日よ

り休館しております。 

この結果、営業収益は1,135百万円（前年同四半期比21.5％減少）、営業損失は331百万円（前年同

四半期は343百万円の営業損失）となりました。 

  

東北地区の観光ホテルは、ホテル瑞鳳が震災直後から平成23年４月28日の間営業休止となり、営業

収益が減少しておりますが、復興支援団体等の受注により営業利益はやや増加しております。 

この結果、営業収益は589百万円（前年同四半期比11.4％減少）、営業利益は40百万円（前年同四

半期は22百万円の営業損失）となりました。 

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

営業収益 3,694 3,177 △516 △14.0%

営業損失（△） △307 △249 57 ―

 前第１四半期連結累計期間 当第１四半期連結累計期間 増減 増減率

宿泊客総数 307,851 282,513 △25,338 △8.2%

① 北海道地区

② 東北地区
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南紀白浜の観光ホテルにつきましては、インターネットによる集客は増加しましたが、エージェン

ト経由の集客の減少、パーティや会議団体の減少等により営業収益はほぼ横ばいで推移しました。 

この結果、営業収益は604百万円（前年同四半期比0.5％増加）、営業損失は78百万円（前年同四半

期は83百万円の営業損失）となりました。  

  

企業関係の研修、セミナー及びケータリングを中心に営業しておりますが、東日本大震災の影響に

よる企業の出張及び会議等の自粛により減収減益となりました。 

この結果、営業収益は784百万円（前年同四半期比14.4％減少）、営業利益は117百万円（前年同四

半期比12.1％減少）となりました。 

  

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、主に長期借入金返済に伴い現金及び預金が減少したことに

より、前連結会計年度末と比べ1,119百万円減少し、31,480百万円となりました。 

負債は長期借入金（一年内返済予定長期借入金を含む）の返済等により766百万円減少し、30,583百

万円となりました。  

純資産は四半期純損失等の計上により利益剰余金等が353百万円減少し、897百万円となりました。 

  

平成24年３月期の連結業績予想については、平成23年５月16日付公表の決算短信に記載した業績予想

に変更はありません。 

  

③ 近畿地区

④ ビジネス部門

（２）連結財政状態に関する定性的情報

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。  

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示
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当社グループは、第57期（平成21年３月期）以降、経常損失の計上と減損損失等の特別損失の計上が

継続し、３期連続して多額の当期純損失を計上したことに伴い、純資産が減少し続けております。この

結果、第57期末（平成21年３月期末）以降、当社グループが借入しているシンジケートローンの財務制

限条項への抵触とシンジケートローンの期限の利益の継続同意による解消を繰り返しており、前連結会

計年度末においてもシンジケートローンについて財務制限条項に抵触しております。当第１四半期連結

会計期間末におきましても、財務制限条項に抵触したシンジケートローン12,440,000千円について期限

の利益の継続同意は得られておらず、このうち当社のシンジケートローン9,870,000千円の満期日が１

年以内となっております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存

在しております。 

当社グループは、当該状況を解消し又は改善すべく、10ページ「(3)継続企業の前提に関する注記」

に記載のとおり、平成23年４月に経営改善計画(修正計画書)を作成し、この計画を確実に実行すること

により、当連結会計年度も経常損失の計上による純資産の減少が見込まれるものの、その後、純資産の

回復を図っていく計画にしております。 

修正計画書及びこれに基づく当連結会計年度の資金繰りについては、当社グループのメインバンクで

ある株式会社北海道銀行並びに同行を含むシンジケートローンの主幹事行にもご理解いただき、今後も

融資継続の姿勢に変わりはないと考えております。従いまして、財務制限条項に抵触したシンジケート

ローンについては期限の利益の継続同意を得るべく手続を進めており、１年以内に満期日が到来する当

社のシンジケートローンについては「満期日の延長に関する条項」に基づき満期日の延長を含め、主幹

事行と協議を進める予定です。 

  

３．継続企業の前提に関する重要事象等の概要
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,909,733 1,100,525

売掛金 401,175 600,786

商品及び製品 55,852 53,073

原材料及び貯蔵品 73,887 70,734

繰延税金資産 34,135 24,760

未収法人税等 12,274 10,145

その他 199,836 187,335

貸倒引当金 △3,375 △3,647

流動資産合計 2,683,518 2,043,715

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 72,936,329 72,958,628

減価償却累計額及び減損損失累計額 △54,157,401 △54,410,057

建物及び構築物（純額） 18,778,927 18,548,571

機械装置及び運搬具 677,589 675,234

減価償却累計額及び減損損失累計額 △646,333 △644,846

機械装置及び運搬具（純額） 31,256 30,388

土地 9,500,485 9,500,485

その他 4,438,372 4,454,420

減価償却累計額及び減損損失累計額 △4,022,001 △4,043,129

その他（純額） 416,371 411,291

有形固定資産合計 28,727,040 28,490,736

無形固定資産

のれん 536,814 527,451

その他 107,321 99,326

無形固定資産合計 644,135 626,777

投資その他の資産

投資有価証券 329,334 114,193

繰延税金資産 21,674 22,503

その他 167,997 158,311

貸倒引当金 △20,482 △20,482

投資その他の資産合計 498,524 274,525

固定資産合計 29,869,700 29,392,039

繰延資産

社債発行費 46,950 45,060

繰延資産合計 46,950 45,060

資産合計 32,600,169 31,480,815
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年６月30日)

負債の部

流動負債

買掛金 433,008 424,005

短期借入金 4,050,000 4,100,000

1年内償還予定の社債 451,000 451,000

1年内返済予定の長期借入金 2,567,150 11,226,400

未払金 967,594 918,867

未払法人税等 79,210 9,028

未払消費税等 32,397 55,422

繰延税金負債 262 －

役員賞与引当金 40,638 1,031

その他 477,327 481,143

流動負債合計 9,098,588 17,666,898

固定負債

社債 3,461,500 3,461,500

長期借入金 17,178,348 7,875,438

繰延税金負債 376,413 358,407

退職給付引当金 322,763 319,850

負ののれん 44,325 42,940

資産除去債務 767,381 769,036

その他 99,861 89,106

固定負債合計 22,250,593 12,916,279

負債合計 31,349,182 30,583,177

純資産の部

株主資本

資本金 2,454,940 2,454,940

資本剰余金 2,182,984 2,182,984

利益剰余金 △3,614,574 △3,947,303

自己株式 △82,015 △82,015

株主資本合計 941,334 608,605

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24,738 1,067

その他の包括利益累計額合計 24,738 1,067

少数株主持分 284,915 287,964

純資産合計 1,250,987 897,637

負債純資産合計 32,600,169 31,480,815

カラカミ観光㈱　(9794)　平成24年３月期第１四半期決算短信

- 7 -



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

 第１四半期連結累計期間

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

営業収益 3,694,790 3,177,869

営業費用 4,002,240 3,427,605

営業損失（△） △307,449 △249,736

営業外収益

受取利息 115 25

受取配当金 7,219 7,012

受取地代家賃 17,517 16,776

負ののれん償却額 1,385 1,385

その他 22,016 17,113

営業外収益合計 48,253 42,313

営業外費用

支払利息 132,070 121,228

社債発行費償却 2,208 1,889

その他 8,185 7,125

営業外費用合計 142,463 130,242

経常損失（△） △401,659 △337,665

特別利益

投資有価証券売却益 － 25,152

特別利益合計 － 25,152

特別損失

固定資産除却損 209 392

投資有価証券売却損 151 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 390,020 －

その他 5,565 －

特別損失合計 395,946 392

税金等調整前四半期純損失（△） △797,606 △312,905

法人税、住民税及び事業税 42,205 6,714

法人税等調整額 71,826 6,341

法人税等合計 114,031 13,056

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △911,638 △325,961

少数株主利益 8,121 6,767

四半期純損失（△） △919,759 △332,729

カラカミ観光㈱　(9794)　平成24年３月期第１四半期決算短信

- 8 -



四半期連結包括利益計算書

 第１四半期連結累計期間

(単位：千円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
至 平成23年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △911,638 △325,961

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △29,138 △23,670

その他の包括利益合計 △29,138 △23,670

四半期包括利益 △940,776 △349,631

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △948,897 △356,399

少数株主に係る四半期包括利益 8,121 6,767
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当第１四半期連結会計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年６月30日） 

 当社グループは、第57期（平成21年３月期）以降、経常損失の計上と減損損失等の特別損失の計上が

継続し、３期連続して多額の当期純損失を計上したことに伴い、純資産が減少し続けております。この

結果、第57期末（平成21年３月期末）以降、当社グループが借入しているシンジケートローンの財務制

限条項への抵触とシンジケートローンの期限の利益の継続同意による解消を繰り返しており、前連結会

計年度末においてもシンジケートローンについて財務制限条項に抵触しております。当第１四半期連結

会計期間末におきましても、財務制限条項に抵触したシンジケートローン12,440,000千円について期限

の利益の継続同意は得られておらず、このうち当社のシンジケートローン9,870,000千円の満期日が１

年以内となっております。当該状況により、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような状況が存

在しております。 

当社グループは、当該状況を解消し又は改善すべく、平成21年11月に策定した「経営改善計画～New

Karakami Project～」に基づく（1）北海道地区ホテルのオペレーション見直しや地区単位での営業基

盤強化などによる収益力強化、（2）有利子負債の圧縮や資金繰りの安定化などによる財務体質強化、

（3）組織体制の見直しや従業員モチベーションの向上などによる組織力強化に加えて、東日本大震災

及び東京電力福島第一原子力発電所事故の影響等による経常損失の計上を最小限に食い止めるため、平

成23年4月に損益計画を中心に大幅に見直した経営改善計画(修正計画書)を作成いたしました。この修

正計画書では、海外からの旅行者の減少が予想される北海道の洞爺・阿寒地区については、各地区２館

のうち１館を一時休館することにより経営資源の集約・効率化を図り、直接被災した仙台地区２館につ

いては、原発事故の風評被害の影響を復興需要の取り込み等によりカバーしていく施策を実行する方針

であります。この計画を確実に実行することにより、当連結会計年度も経常損失の計上による純資産の

減少が見込まれるものの、その後、純資産の回復を図っていく計画にしております。 

修正計画書及びこれに基づく当連結会計年度の資金繰りについては、当社グループのメインバンクで

ある株式会社北海道銀行並びに同行を含むシンジケートローンの主幹事行にもご理解いただき、今後も

融資継続の姿勢に変わりはないと考えております。従いまして、財務制限条項に抵触したシンジケート

ローンについては期限の利益の継続同意を得るべく手続を進めており、１年以内に満期日が到来する当

社のシンジケートローンについては「満期日の延長に関する条項」に基づき満期日の延長を含め、主幹

事行と協議を進める予定です。 

しかし、メインバンクを中心とした主要金融機関とは現在交渉中であり、当社グループが資産超過を

維持することを前提とした修正改善計画においても東日本大震災等の影響が想定を超える可能性がある

ため、現時点では継続企業に関する重要な不確実性が認められます。 

なお、四半期連結財務諸表は継続企業を前提として作成しており、継続企業の前提に関する重要な不

確実性の影響を四半期連結財務諸表に反映しておりません。 

  

（３）継続企業の前提に関する注記
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前第１四半期連結累計期間（自平成22年４月１日 至平成22年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ施設運営事業、レスト

ラン事業、保険取扱代理店業及び広告代理店業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額11,780千円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

当第１四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年６月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

   
(注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、スポーツ施設運営事業、レスト

ラン事業、保険取扱代理店業及び広告代理店業等を含んでおります。 

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額7,412千円は、セグメント間取引消去であります。 

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。 

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

（４）セグメント情報等

  (単位：千円)

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

北海道
地区

東北
地区

近畿
地区

ビジネス
部門

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,445,786 664,996 601,056 916,559 3,628,399 66,391 3,694,790 ― 3,694,790

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― ― ― ― 26,954 26,954 △26,954 ―

計 1,445,786 664,996 601,056 916,559 3,628,399 93,345 3,721,745 △26,954 3,694,790

セグメント利益
又は損失（△）

△343,874 △22,421 △83,274 133,235 △316,334 △2,895 △319,230 11,780 △307,449

  (単位：千円)

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額
（注）２

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）３

北海道
地区

東北
地区

近畿
地区

ビジネス
部門

計

売上高

外部顧客への
売上高

1,135,188 589,321 604,359 784,145 3,113,014 64,854 3,177,869 ― 3,177,869

セグメント間の
内部売上高又は
振替高

― ― ― ― 7,244 7,244 △7,244 ―

計 1,135,188 589,321 604,359 784,145 3,113,014 72,099 3,185,113 △7,244 3,177,869

セグメント利益
又は損失（△）

△331,482 40,859 △78,169 117,138 △251,653 △5,494 △257,148 7,412 △249,736

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）重要な後発事象

カラカミ観光㈱　(9794)　平成24年３月期第１四半期決算短信

- 11 -




